２０１５年度事業報告書
2015年６月1日から2016年5月31日まで
特定非営利活動法人ＹＣスタジオ

1 事業の成果

前年度に引き続き、松江市若者支援対策事業、文科省のいじめ対策等生徒指導推進事業に加え、独立行政法人福祉医療機構の社会福祉振興助成事業の助成を受け、居場所を中心に、芸術表現・自然体験、ものつくり等の体験工房、農と食による仕事づくり・就労支援事業を実施した。

[居場所]：松江市若者支援対策事業（6月～5月）

　　　　土日祭日を除く毎日11:00から18:00まで、YCスタジオにて、

　　　　ありのままでOKの居場所。　

昼食、おやつ、おしゃべり、パソコン、ゲームなど。

参加人数：1日につき、4人から14人、平均6.4人程度の参加
　　　　　　　　　　　　　　　延　計　1,539人　　
[相談・学習会事業]：文科省委託いじめ対策等生徒指導推進事業（6月～3月）

1 親の会；毎月第４日曜日、YCスタジオにて　隔月1回　計6回　

　ひきこもり、精神症状等の悩み、就労について　　延32名の参加
②　個人相談；面談・（本人、保護者）　　　　　　　　　　　　　 

　　週1回（毎木曜日　午後）、随時　　計76回　　
メール・電話による相談　　随時　　計498件　　

③　学習会の開催：
a)当事者研究会（1回　1月31日）
　　生きづらさからの当事者研究会・ティータイム　於：YCスタジオ2F
　　大阪なるにわの若者を迎えて生きづらさを抱える大阪の若者と松江の若者が、生きづらさから希望を共有。各人の思いを語る。

　　　　コーディネーター1名　大阪なるにわとYCスタジオの若者　12名参加

ｂ）語り場（2回）

互いの長所、好きなこと、やってみたいことを出し合う。

5月20日　YCスタジオの若者9名参加

3月25日　YCスタジオの若者8名参加

　　　YCスタジオ2階　　参加者　若者　計17名　

　　　
[各種工房体験活動、学習教室] ：文科省委託いじめ対策等生徒指導推進事業（6月～3月）

　④　各種工房（月5回程度　計49回）

　　　常勤スタッフ１名

　　　各工房毎に、アドバイザー１名、ボランティアスタッフ１～２名

　　　a）芸術表現・創作（ものつくり）工房（計36回）

　　　　　アドバイザー１名、ボランティアスタッフ１～２名

　　　　　於：YCスタジオ　

　　　　　ギターセッション、ボーカル、アニメ原画・イラスト、切り絵、カード名刺

b）ITデザイン工房（3回）

　　　　　アドバイザー１名、ボランティアスタッフ１～２名

　　　　　於：YCスタジオ

　　　　　Webデザイン入門、画像編集、ネットの利用等

c）自然体験・スポーツ系工房（10回）

　　　　　アドバイザー１名、ボランティアスタッフ１～２名

　　　　　於：宍道湖畔、古浦海岸、大倉山

　　　　　キャッチボール、釣り、山菜取り、散策
　　⑤教室（学習支援）（計16回）　　　　　　　　　　

　　　　　アドバイザー1名　　　　　　　　於YCスタジオ　

　　　　　学習補助（通信制高校、進学準備等、各人に応じた個別指導）

[仕事づくり・就労支援事業＝中間就労・仕事体験・橋渡し事業]　
：独立行政法人福祉医療機構　社会福祉振興助成事業（6月～3月）
「農を食と職へ～シェアキッチン事業」　
（１）農トレ事業

農業から「育てること」「食べること」「働くこと」のノウハウを学ぶ体験活動
a）農業活動　　「心を育てる」

①目的・内容　　土に触れ作物を育てることにより、傷ついた若者の心身をリフレッシュ

心を育てることを目的に、自然豊かな農場で、無農薬無化学肥料により野菜を栽培する体験活動を行った。　収穫が多かったじゃが芋、大根、カブについては、こだわり市やキッチン惣事業で利用した。

②実施日・回数　　週１日（計52回）　　14:00/15:00～17:30/18:00　

③実施場所　　　　松江市打出町（宍道湖畔）の農場、YCスタジオ中庭の畑

④対象者・人数　　心身が不安定な状態にある若者7名、延156人

⑤スタッフ　　　スタッフ1名、アドバイザー1名、サポートスタッフ1名、ボランティア2名、

ｂ）こだわり市　　「仕事体験」

①目的・内容　　心身が安定してきた若者に、農と食に関わる仕事を知る、やってみるという就労に向けての実際の体験の場を提供し、就労への意欲をもってもらうことを目的に、松江市近郊の新鮮な無農薬栽培野菜と島根半島の魚貝類を販売する産直市を開催した。

（仕事の内容；商品の仕入れ、陳列、接客）

②実施日・回数　週6日　こだわり市の開催　毎月曜、木曜　9:30～13:30　　週2日

　　　　仕入れ・注文　　毎日曜、水曜　週2日　10:00～12:00　週2日

　　　　こだわり市のフォロー　毎火曜、金曜　9:30～13:30　　週2日

③実施場所　　　YCスタジオ玄関前スペース、Café　sou内

④対象者・人数　　心身が安定してきた若者5人

⑤スタッフ　　　　スタッフ1名、ボランティア1名　　　

（２）キッチン惣　事業

　　　a）食生活の自律　「生きることを学ぶ　キッチン」

①目的・内容　　食は生きることの基本

自らの体に聴きながら自分に必要な食材を選び自分で料理して食べる力を養うことを目的に、料理教室で楽しく学びながら、各自昼食・おやつを作り、食生活の自律を図った。

②実施日・回数　　YCキッチン（昼食を自分で作って食べる）：

月～金曜日の毎日（祭日を除く）11:30～13:00　20日/月

料理教室：月1回　（計5回）

③実施場所　　　YCスタジオ　台所

④対象者・人数　　居場所としてYCスタジオを利用する若者16名

⑤スタッフ　　　YCキッチン：スタッフは敢えて置かず相談員が見守りに徹する。

互いの助け合い・学び合いが中心。

ボランティア相談員1名、料理教室：アドバイザー1名、ボランティア　13名

　b）お弁当・お惣菜の製造販売　「仕事体験から中間的就労へ」　　

①目的・内容　　　働く意欲、仕事への興味が出てきた若者に、農と食に関わる仕事を知る、やってみる、働いて対価を得るという就労に向けての実践練習の場を提供することを目的に、こだわり市の野菜・魚介等を使って、惣菜・お弁当の調理実習と製造販売を実施した。

　　　　2月からは、食品乾燥機を使用して乾燥野菜の製造・販売を開始した。

②実施日・回数　　お惣菜・弁当の製造販売

月から金曜日の毎日（祭日を除く）　9:30～13:30　　20日/月

　　　　　調理実習　月4～5回（計44回）

③実施場所　　　　YCスタジオ調理室、Café　sou

④対象者・人数　　働く意欲、仕事への興味が出てきた若者　13名

（仕事体験4名、見習い就労3名、中間就労6名）

⑤スタッフ　　　ボランティア相談員1名、サポートスタッフ5名

調理実習アドバイザー1名、ボランティア2名、中間就労4名(賃金　計218時間)　　　　　　　　
ｃ）フードドライブ　「おすそ分け」

①目的・内容　　　食に窮している人に少しの安心を届けることを目的に、農業・こだわり市や惣菜・弁当事業でその日に余った米・野菜・惣菜等をお裾分けした。

②実施日・回数　　必要に応じて随時　　

③実施場所　　　　YCスタジオ

④対象者・人数　　その日の食に窮しているYC利用者5名及び紹介のあった一般の方3名

⑤スタッフ　　　　ボランティア相談員1名、ボランティアスタッフ1名

（３）ブリッジング事業　「企業への橋渡し」

①目的・内容　　１，２の事業で、就労に向けての自信と意欲が出てきた者について、島根県中小企業家同友会等の経済団体に加盟する企業や農家、個人商店、NPO等に繋ぐことを目的に、企業との関係づくり、橋渡しのための仕組みづくりの提案から始め、実際に企業で実習しアルバイト雇用に至った者もいる。

②実施日・回数　　月2～3回　　

③実施場所　　　　YCスタジオ事務所、経済団体事務所、個人商店・NPO、

　　　　　　　　　中小企業家同友会障害者問題全国交流会（愛媛県松山市）

④対象企業　　　　協力企業開拓8社、対象者・人数　　3名

⑤スタッフ　　　　ボランティア相談員1名
２　事業の実施に関する事項

（1） 特定非営利活動に関わる事業

	事業名
	　事業内容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額(円)



	
	助成・委託事業
	内容
	
	
	
	
	

	オルタナティブな学びの場の

研究・啓発・実践事業
	松江市若者支援対策事業
	居場所事業
	６月～５月
	YCスタジオ
	2人


	10代～30代

延1,539人
	3,170,778　　



	
	文科省委託
いじめ対策等生徒指導推進事業
	相談事業

（親の会、個人相談）
	６月～

５月


	YCスタジオ

	2人


	498件

延606人
	1,480,329　

　　


	
	
	各種工房

体験活動

学習教室
	６月～５月
	YCスタジオ
音＆ものスタジオ
	3人
	7歳～30代

延　206人
	

	
	
	学習会

づら研

ティータイム
	1月
31日
5月20日

3月25日　　　　
	YCスタジオ

YCスタジオ
YCスタジオ
	2人

2人

2人
	若者当事者12人

若者当事者
9人

若者当事者
8人
	

	
	
	各機関との連携
	６月～５月
	各機関
	１人
	10代～30代
2人

延７回
	

	
	独立行政法人

福祉医療機構

社会福祉振興助成事業

	農トレ事業

　農業　
こだわり市
キッチン惣　事業

　食の自律

　お惣菜・

お弁当

　

お裾分け
ブリッジング事業
	６月～５月

	YCスタジオ内の畑・打出町農園
YCスタジオ
玄関前
YCスタジオ

調理室

キッチン惣

YCスタジオ

くらし相談支援センター
協力企業・団体
	3人

3人

3人

6人

2人

1人

	　（実人数）
7人　

延156人5人

5人

16人
13人

中間就労4人

218時間

YC若者　5人
困窮者　3人

8社　3人
	6,938,560
　


	
	その他の事業
	イベント

交流会等
	６月～５月
	ものづくりスタジオ

YCスタジオ
	2人
	10代～30代
　延　約250人
	2,153,641


	
	合計
	13,743,308



（2）その他の事業

　　実施無し

